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令和６年度 目黒区立東根小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年６月１５日（土） 午前１１時３０分～午後１時３０分 

            ・学校公開参観 

・参観振り返り 

（２）第２回実施日時 令和６年１０月３１日（木）午前１１時３０分～午後１時３０分 

・学校公開参観 

・参観振り返り 

（３）第３回実施日時 令和７年２月８日（土）午前１０時３０分～午後１時 

            ・学校公開参観 

            ・学校評価について検討 

２ 参加者 

樅山幸彦 亀井亜佐夫 平井高士 高田嗣人 眞仁田治子 神田 亮           

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点  

学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

 

⦿地域による肯定的な評

価は 89％、保護者・教

職員の肯定的な評価は

94％を上回っており、

学校教育全体への評価

は概ね良好である。一

方で、「学校は楽しい」

と肯定的な評価をした

児童は 87％程度に留ま

っている。特に低学年

においては、学級編成

替え等による環境の変

化への適応に時間を要

することが一因として

考えられる。 

・40 分授業午前５時間制

により生み出された時

間を活用して学年会等

の時間を十分に確保し、

児童の実態把握に努め、

学年副担任も含めた包

括的な学年経営が行わ

れるようにする。 

・ふれあい週間での担任と

児童との個人面談の実

施のほかに、新年度当初

や長期休業明けのスケ

ジュールに余裕をもた

せることで、担任と児童

が向き合う時間を確保

し、より一層の信頼関係

の構築に努める。 

 

 

 

 

 

・学校全体の雰囲気が良く

なっている。 

・年度初めと比べ、児童が、

良い感じで集中してお

り、成長を感じる。 

 



Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

⦿今年度より教育目標の

重点目標を「考える子」

に設定した。その結果、

保護者による肯定的な

評価は 5 ポイント上が

った。 

前年度の教育活動を振

り返り、活動内容や実

施方法等の改善に努め

たことも評価に繋がっ

たと捉える。一方、地域

による肯定的評価は22

ポイント下がってい

る。児童の実態に応じ

た重点目標変更の意図

を十分に周知できなか

ったことが要因として

考えられる。 

・次年度も今年度と同様

「考える子」を重点目標

に位置付け、自ら考え、

善悪を判断し、正しい行

動ができる児童の育成

に努める。 

・40 分授業午前５時間制

開始にあたって混乱が

生じないよう、生活時程

について保護者会等で

十分に説明し、周知を図

る。また、それにより生

み出された時間の活用

方法や教育内容につい

て学校だよりや学年だ

よりをはじめ、学校評議

員会・住区会議等でも広

く情報発信し、理解を得

られるようにする。 

・教育目標や来年度から始

まる午前５時間制につ

いて、児童や保護者、地

域等へ情報を丁寧に伝

え、理解を得られるよう

にする。 

 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

 

⦿児童による肯定的な評

価は、低学年・高学年と

も 90％を上回っており

概ね良好といえる。保

護 者 に よ る 評 価 は

83.6%で、昨年度より

3.2 ポイント上回って

おり、昨年度とほぼ同

水準を保っている。今

年度も、学校公開で、道

徳授業地区公開講座を

保護者向けに実施した

ことや、道徳科の授業

の学びを生活の中で直

接実践力として生かす

ことが求められている

結果だと考えられる。 

・全教育活動を通して、児

童一人ひとりが道徳的

実践力を高められるよ

うに、学年の教科担当を

中心に、教材研究を行う

とともに、道徳授業地区

公開講座などで実践し

た内容を引き継げるよ

うにする。 

・次年度も、道徳授業地区

公開講座では、講師を招

いて講演会を実施し、保

護者の道徳教育への関

心を高める。講演内容に

ついては、事前に教職員

や保護者からの要望を

聞き、より興味関心をも

って参加できるような

内容を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道徳授業地区公開講座の

内容について事前に希

望調査をするのはよい。

開催の時間や、講師など

を十分検討し、より多く

の保護者が参加できる

よう工夫する。 

・道徳教育は、家庭が担う

部分も大きい。家庭との

連携が重要である。 



Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

 

⦿児童による肯定的な評

価は低学年・高学年共

に 90％を上回っており

概ね良好といえる。し

かし、保護者による肯

定的な評価は 79％に留

まっている。児童にと

って分かりやすい授業

が実践されている一方

で、学力差に応じたよ

り一層の指導の工夫が

求められていると考え

る。 

 

・前期には「自己選択学習」

の一環として、児童が自

分自身の伸ばしたい力

を考え、自分でやり方を

考えて取り組み、その成

果を振り返ることがで

きるような取組を行い、

一人ひとりが自分に合

った学習の仕方を身に

付けられるようにする。 

・40 分授業午前５時間制

を実施するにあたり、今

年度の校内研究での成

果を生かし、一単位時間

ではなく、単元を見通し

た学習計画を立てるこ

とで学習活動のメリハ

リを付け、学習活動の充

実化を図る。 

・学力調査や学習の確認テ

ストなどの結果を基に、

児童のつまずきを把握

した上で、授業展開を工

夫したり、個に応じた教

材を用意したりし、全体

の学力向上を目指す。 

・児童がよく挙手し、発表

する姿が多く見られる。 

 コロナ禍で制限があっ

た頃と比較すると、児童

が活発に活動できてお

りよい。 

・ICT等を活用し、わかり

やすい授業が展開され

ている。 

・児童は、学習用情報端末

などの扱いに慣れ、プレ

ゼンなども上手に行っ

ている。 

・主体的に学ぶ児童の育成

を目指し、より一層工夫

した学習活動を期待す

る。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

 

⦿児童による肯定的な評

価は、低学年で 89.8％、

高学年では、85.4%と昨

年度より 1~5 ポイント

程度下がったが、比較

的高い水準を保ってい

る。保護者の肯定的な

評価は昨年度より 0.2

ポイント上がり、84.4％

となった。「社会の力活

用事業」から派遣され

た体育専門の講師が授

業を行ったことや、OJT

を通して体育学習につ

いて教員が学んだこと

を実践できたことが高

い水準を保つことや、

ポイントの増加につな

がった要因と考えられ

る。また、保護者からの

評価は、体育的行事を

コロナ前に近い形で行

えたことも一因だと考

えられる。 

・OJT で体育学習につい

て若手教諭を中心に、教

員全体が学ぶ時間を設

定していく。 

・外遊びの時間を確保する

ため、児童への声かけを

常に行い、外遊びを推奨

していく。 

・冬季の「なわとび月間」

や「ペースランニング」

などの取組をより充実

させる。 

・「めぐろ ここカラダシ

ート」を活用し、一人ひ

とりの体力や生活習慣

の実態について保護者

に情報発信していく。 

・健康トレーナーを活用

し、体力作りの大切さを

伝える。 

 

 

 

 

 

・校庭の広さや児童数など

から考えて、十分な運動

確保は大変なことであ

る。体育の授業を充実さ

せたり、外遊びを推奨し

たりし、児童が体を動か

し健康な体の基礎がつ

くられるようにしてい

く。 

 



Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

 

◎今年度は開校７５周年

ということで、委員会

活動を中心に、全校で

お祝いする意識を高め

ることができたため、

児童による肯定的な評

価は、8.4％上回る結果

になったと考える。 

●低学年は、学校行事に

対する肯定的な評価の

数値が下がっているの

で、自分の学年以外の

取組も楽しみながら行

事に参加できる工夫を

考えていく必要があ

る。 

・今年度から児童主体でク

ラブ、委員会・縦割り班

活動が動くように計画

した。徐々に成果が出始

めているので、この活動

を積み重ねていけるよ

うにする。 

・教職員全体で共通理解を

深めながら特別活動を

進められるように意識

していく。 

・保護者、地域の方々には、

校内での活動の様子が

伝わりにくい。学校ホー

ムページなどで積極的

に児童の活動の様子を

発信していく。 

・高学年児童が主体的に活

動し、周年行事などを盛

り上げられたことはよ

い。下学年の手本とな

り、次年度以降にもつな

がっていくことを期待

する。 

・学校のさまざまな活動を

保護者や地域に広く知

らせていくことが大切。

学校ホームページ以外

でも活動の様子をアピ

ールしていきたい。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

 

◎保護者の肯定的な評価

は 84.6％となり、昨年

度より 13.2ポイント上

昇した。各行事や学校

公開での様子、学校ホ

ームページ等での情報

発信により学校の様子

が保護者の目に触れる

機会が増えたことが要

因であると考えられ

る。 

●児童における肯定的評

価は 85％を上回ってい

るが昨年度よりはそれ

ぞれ評価を下げてい

る。これは学習や生活

規律の上で、全校で共

通した指導を粘り強く

続けたが、各学級にお

いて指導が思うように

通らない場面があった

こと、児童同士や児童

と教員の人間関係の複

雑化や、その対応の難

しさから、学校生活に

不安のある児童もいる

ことが要因として考え

られる。 

・「東根スタンダード」に

ついて、教職員、保護者、

児童との共通理解を図

り、粘り強い指導を継続

する。 

・年度当初の保護者会で、

「学校いじめ防止基本

方針」を周知し、学校と

家庭等が協力していじ

め問題に取り組んでい

くことを確認する。 

・日々の児童との関わり

や、月一回のいじめに関

するアンケートを通し

て、児童理解に努め、い

じめ対策委員会や生活

指導夕会での情報共有

を通して、いじめの未然

防止、早期発見、早期対

応について組織的に取

り組み、安心して過ごせ

る学校を目指す。 

・学校生活に不安をもって

いる児童には、スクール

カウンセラーや養護教

諭など、相談したり話を

聞いたりしてくれる人

や場所があること、学習

保障の方法も個に応じ

た対応があることなど

を伝え、児童が安心して

生活できるようにする。 

・「東根スタンダード」の

内容を見直し、実態に合

った内容にする。 

また、年度初めに、教職

員・児童・保護者と共通

理解を図った上で、継続

的に指導を続けていく

ことが大切である。 

・いじめ把握は、アンケー

ト結果と日頃の児童の

様子を見取ったことの

両方から行っていく。 

・民生委員は、地域で児童

の見守りを行っている

が、コロナ禍から、学校

へ行く機会が減り、関わ

りづらい状況になって

いる。 

次年度は、地域や民生委

員の方にも学校行事や

学校公開などへの案内

を出し、学校との連携を

より深め、児童の育成を

進めていく。 



＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

◎肯定的な評価は全体的

に増えている。今年度

は、実際に警察の方を

招いて不審者対応訓練

を行うことができたた

め、防災や防犯につい

ての意識を高めること

ができたと考える。 

●保護者で肯定的評価が

昨年度から 0.7 ポイン

ト減少して 92.3％とな

っている。その要因と

しては、大きな自然災

害が増えていることで

保護者の安全指導への

意識の高まりや家庭で

の指導の不十分さを感

じる場面が増えている

ことが原因として考え

られる。 

・避難訓練や安全指導の後

に、様々な時・場合・場

面において、どのような

行動や判断をすべきか

学級指導をし、自分の行

動を振り返る機会を設

定する。 

・毎月の避難訓練や各学年

のセーフティ教室の様

子を学校ホームページ

に掲載するなど、防災や

安全についての学校の

取組を保護者や地域に

積極的に発信する。 

・学期内や長期休業日期間

中に「防災ノート」

「GIGA ワークブック

東京」を計画的・効果的

に活用し、防災や情報モ

ラルについて家庭と連

携して考える機会を設

ける。 

・日々の安全指導を全校で

継続して行い、防災意識

を高める。 

 

・地域の防災訓練や交通安

全教室などに積極的に

参加するよう呼びかけ

たりセーフティ教室な

どへの案内を発信した

りし、家庭での防災意識

をさらに高めるように

する。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

⦿教職員による肯定的評

価は昨年度より 1.5 ポ

イント上がっている。

十中校区あいさつ運動

をはじめ、小学生と中

学生、また、教職員が直

接関わり合う様々な取

組が充実した結果だと

考えられる。また、近隣

幼稚園や保育園と、低

学年児童との交流活動

も年々充実してきてい

る。 

●保護者の約 20％が異校

種交流について「判断

できない、わからない」

と回答している。活動

の様子が伝わっていな

いことが要因として考

えられる。 

 

 

・これまでの活動を継続

し、充実化させていくと

ともに、小学校から発信

できる活動も考えてい

く。 

・小中連携、幼保小連携の

活動について、保護者・

地域への発信を充実さ

せていく。 

・中学校の案内などは、５，

６年生だけでなく、学年

のしばりをなくし、広く

周知させていくことが

必要。 

・１年生と保育園との交流

は、今後も継続して行

い、関係性を深めていけ

るとよい。 



Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

 

◎地域・教職員による肯

定的評価は98～100％と

良好である。学年毎に学

校ホームページ担当者

を決め、学習活動や各行

事への取組の様子を学

校ホームページに掲載

することにより、広く活

動の様子が伝わったこ

とによるものと捉える。 

●保護者による肯定的評

価は 79.5%と、昨年度よ

り 8.9 ポイント下がって

いる。紙媒体による配付

物を減らし、C4thHome

＆School による情報発

信が多くなったことが

一因として考えられる。

また、保護者は、学校ホ

ームページに掲載する

内容以上に、学年・学級

に関するより具体的な

子どもたちの様子につ

いて情報として求めて

いるものと考える。 

・学年毎の学校ホームペー

ジ担当者を中心に、各学

年の活動の様子や学校

行事の様子等を広く知

らせる取組を継続して

行うとともに、より一層

内容を充実させていく。 

・C4thHome&Schoolによ

る情報発信について保

護者に周知徹底する。 

・C4thHome&Schoolを活

用したり保護者会のも

ち方を工夫したりする

ことで、より具体的な児

童の様子、学級・学年の

様子を伝え、学校教育へ

の一層の理解を図る。 

・児童が、家庭でも学校の

様子を話すきっかけと

なるような材料を提示

する。 

・学校のホームページを常

に確認することは難し

いのが現状である。 

ま た 、 C4thHome ＆

School も便利ではある

が、見づらいこともあ

り、情報把握が十分では

ないこともある。 

・あらゆるものが配信にな

りつつあり、情報過多で

見落としも増えている

と思われる。 

・学校ホームページの充実

や C4thHome＆School

を活用することは、今後

も 

継続して行っていく。 

・人とのつながりを大事に

し、伝え合う方法も検討

する。 

 


